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秋
田
支
店
が
開
設
一
〇
〇
周
年

記
念
パ
ネ
ル
展
を
開
催

▼
秋
田
支
店
は
、
大
正
六
年
（
一
九

一
七
）
八
月
一
日
、
東
北
地
方
で
は

二
番
目
、
全
国
で
は
十
二
番
目
に
開

設
さ
れ
、
本
年
一
〇
〇
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
、
八
月
九

日
か
ら
一
三
日
ま
で
パ
ネ
ル
展
を
開

催
し
ま
し
た
。

▼
パ
ネ
ル
展
で
は
、
支
店
や
周
辺
の

街
並
み
の
変
遷
を
た
ど
れ
る
写
真
を

中
心
に
、
支
店
の
歴
史
を
概
観
で
き

る
パ
ネ
ル
に
し
て
設
置
。
作
成
し
た

職
員
自
身
が
解
説
し
ま
し
た
。

▼
会
場
内
で
は
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
参

加
者
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
う
ち
わ
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
た
り
、
展
示
内
容
を
凝
縮

し
た
記
念
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
等

も
行
い
、
七
〇
〇
人
を
超
え
る
来
場

者
に
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
ま
た
、
支
店
一
〇
〇
年
の
歴
史
を

内
容
に
織
り
込
ん
だ
支
店
長
講
演
を

管
内
各
地
で
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、

清
掃
活
動
等
に
も
取
り
組
み
ま
し

た
。
こ
う
し
た
地
域
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
、
秋
田
支
店
は
地
域
経

済
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

熊
本
支
店
が 

開
設
一
〇
〇
周
年
行
事
を
開
催

▼
熊
本
支
店
は
、
秋
田
支
店
と
同
じ

日
の
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
八
月

一
日
に
開
設
さ
れ
一
〇
〇
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
九
州
で
は
西さ

い
ぶ部

支

店
（
現
北
九
州
支
店
）
に
次
い
で
二

番
目
と
な
り
ま
す
。
昭
和
二
十
八
年

（
一
九
五
三
）
の
熊
本
大
水
害
を
受

け
て
、昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）

に
は
、
開
設
当
時
の
営
業
所
か
ら
現

営
業
所
に
移
転
し
、
六
○
年
が
経
過

し
ま
し
た
。

▼
昨
年
、
一
〇
〇
周
年
を
前
に
熊
本

地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
地
元
と
の

連
携
を
密
に
し
つ
つ
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
、
金
融
イ
ン
フ
ラ
の
機
能
維

持
に
努
め
ま
し
た
。

▼
一
〇
〇
周
年
を
記
念
し
て
、
地
元

の
学
校
に
熊
本
城
や
「
火
の
国
」
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
オ
ブ
ジ
ェ
の
製
作
を

依
頼
し
た
ほ
か
、
各
種
講
演
や
親
子

見
学
会
の
企
画
、
作
文
や
絵
画
、
写

真
の
作
品
募
集
な
ど
を
行
い
、
県
民

の
方
と
の
接
点
を
増
や
し
て
い
ま

す
。

金
融
高
度
化
セ
ミ
ナ
ー 

企
業
評
価
の
高
度
化
・ 

業
務
改
革
を
開
催

▼
金
融
機
構
局
金
融
高
度
化
セ
ン

タ
ー
は
、
七
月
三
日
に
「
企
業
評
価

の
高
度
化
」、七
月
二
十
四
日
に
「
業

務
改
革
」
を
テ
ー
マ
に
金
融
高
度
化

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加

者
数
は
、
両
セ
ミ
ナ
ー
と
も
五
〇
〇

名
近
く
に
上
り
ま
し
た
。

▼「
企
業
評
価
の
高
度
化
」セ
ミ
ナ
ー

で
は
、
第
一
勧
業
信
用
組
合
・
新に

っ
た田

信の
ぶ
ゆ
き行

理
事
長
か
ら
企
業
評
価
の
基

本
と
な
る
経
営
者
と
の
対
話
や
現
場

重
視
の
評
価
の
方
法
に
つ
い
て
、
豊

和
銀
行
・
権ご

ん
ど
う藤
淳
あ
つ
し

頭
取
か
ら
は
取

記念パンフレット

記念パネル展の模様

左／記念製作「熊本城」に興味津々の見学者。右／夏休み親子見学会の模様
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引
先
企
業
の
販
路
開
拓
支
援
を
通
じ

て
の
本
業
支
援
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
南
日
本
銀
行
・
植う

え
の
は
ら

之
原
邦く
に
ひ
こ彦

W
I
N
｜

W
I
N
ネ
ッ
ト
業
務
部

長
、
足
利
銀
行
・
狩か

の
う野
浩こ
う
じ二
春
日
部

支
店
長
、
金
融
庁
・
日く

さ
か下
智と
も
は
る晴
総
務

企
画
局
地
域
金
融
企
画
室
長　

検
査

局
総
務
課
地
域
金
融
機
関
等
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
長
、
但
陽
信
用
金
庫
・
藤と

う
ご後

秀ひ
で
き喜

常
務
理
事
が
議
論
を
行
い
ま
し

た
。「
企
業
評
価
を
活
か
し
て
い
く

た
め
に
は
、
評
価
情
報
を
対
象
企
業

と
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」
と
の
認
識
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

▼
「
業
務
改
革
」
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

り
そ
な
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
・
中な

か
た田

雅ま
さ
ゆ
き之
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
部
長
か
ら

メ
ー
カ
ー
出
身
の
社
外
取
締
役
と
一

緒
に
進
め
た
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
改
革

の
概
要
に
関
し
て
、
名
古
屋
銀
行
・

中な
か
む
ら村
昌ま
さ
ひ
ろ弘
相
談
役
か
ら
頭
取
在
任

中
に
取
り
組
ん
だ
B
P
R
戦
略
に

関
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

▼
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
飛
驒
信
用
組
合
・
黒く

ろ
き木
正ま
さ
と人
専

務
理
事
、
北
國
銀
行
・
杖

つ
え
む
ら村
修し
ゅ
う
じ司
専

務
、
浜
松
信
用
金
庫
・
津つ

倉く
ら
あ
き
ひ
こ

昭
彦

理
事
、
武
蔵
野
銀
行
・
長

な
が
ほ
り堀
和か
ず
ま
さ正
専

務
が
議
論
を
行
い
ま
し
た
。「
業
務

改
革
の
推
進
に
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
や
サ
ポ
ー
ト
す
る
職

員
の
熱
意
、
シ
ス
テ
ム
へ
の
理
解
、

客
観
的
な
経
営
指
標
が
必
要
で
あ

る
」
と
の
認
識
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

▼
参
加
者
か
ら
は
、「
登
壇
者
の
熱

い
想
い
・
信
念
が
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
っ
て
き
た
」「
具
体
的
な
事
例
が

紹
介
さ
れ
参
考
に
な
っ
た
」
な
ど
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

▼
以
上
の
セ
ミ
ナ
ー
の
講
演
お
よ

び
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の

要
旨
・
資
料
は
、
日
銀
H
P
の
「
金

融
シ
ス
テ
ム
」
→
「
金
融
高
度
化
セ
ン

タ
ー
」の
コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
え
る
ぼ
し
」
最
高
レ
ベ
ル
を

取
得
し
ま
し
た
！

▼
日
本
銀
行
は
、
五
月
三
十
日
、
女

性
の
活
躍
推
進
に
関
す
る
取
り
組
み

の
実
施
状
況
等
が
優
良
な
事
業
主
と

し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
「
え

る
ぼ
し
」
の
最
高
レ
ベ
ル
で
あ
る
第

三
段
階
を
取
得
し
ま
し
た
。

▼
同
認
定
は
、
女
性
活
躍
推
進
法
に

基
づ
き
、
行
動
計
画
の
策
定
お
よ
び

届
出
を
行
っ
た
事
業
主
の
う
ち
、
厚

生
労
働
省
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
一
定

の
基
準
を
満
た
し
た
事
業
主
が
受
け

ら
れ
る
も
の
で
す
。

▼
認
定
基
準
の
評
価
項
目
は
、採
用
、

継
続
就
業
、労
働
時
間
等
の
働
き
方
、

管
理
職
比
率
、多
様
な
キ
ャ
リ
ア
コ
ー

ス
の
五
つ
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
日
本「えるぼし」最高レベルを取得

企業評価の高度化の課題等が議論されたパネル・
ディスカッション

上
／
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
金
融
に
つ
い

て
語
る
新
田
理
事
長
。
下
／
取
引
先
企
業
の

販
路
開
拓
支
援
に
つ
い
て
語
る
権
藤
頭
取

上
／
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
改
革
に
つ
い
て
語
る

中
田
部
長
。
下
／
B
P
R
戦
略
に
つ
い
て
語

る
中
村
相
談
役
（
撮
影
：
野
瀬
勝
一
、張
圭
成
）

業務改革に関する論点について議論されたパネル・
ディスカッション
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銀
行
は
全
て
の
評
価
項
目
に
お
い
て

認
定
基
準
を
満
た
し
ま
し
た
。

▼
日
本
銀
行
は
、
今
後
と
も
女
性
を

含
む
多
様
な
職
員
す
べ
て
が
能
力
を

十
分
に
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「
日
銀
夏
休
み
子
ど
も
特
別

見
学
会
二
〇
一
七
」の
開
催

▼
日
本
銀
行
本
店
で
は
、
夏
休
み
期

間
中
の
八
月
四
日
、
七
日
～
十
日
に

「
日
銀
夏
休
み
子
ど
も
特
別
見
学
会

二
〇
一
七
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
見

学
会
で
は
、
本
店
見
学
や
お
札
に
関

す
る
体
験
学
習
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
ま
た
、
ご
好
評
に
よ
り
今
回
で
五

回
目
と
な
る
中
学
生
対
象
の
「
金
融

政
策
を
決
め
る
の
は
、
君
だ
！
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
に
分
か

■本号の取材で宮城県気仙沼市を訪問した。震災
後の 2012 年 8 月、前田理事（当時調査統計局長）
とレンタカーで福島から岩手にかけ被災地を縦断
した際に当地に宿泊して以来、5 年ぶりの訪問で
ある。当時、夜の街を歩くと、灯りが少なく街全
体が沈んでいた印象を受けた。そんな中、被災さ
れたであろうご夫婦が静かに営む小料理屋のカウ
ンターで頂いた海の幸と地酒が無性に美味で、し
みじみホッとしたことを思い出す。現在は、新し
いお店や復興住宅が並びはじめ防波堤も建設中で
あるなど復興が進み街並みも大きく変化していた。
そのためかその小料理屋を見つけることはできな
かった。こうした街並みの変化以上に驚いたのは、
お会いした気仙沼の方々が街の現在・未来を熱く
語る姿であった。今回の「地域の底力」の青森県
弘前市でも、新幹線開業を契機に地元の活力が一
段と高まっている。都会では地方創生について疑
問の声も聞かれるが、各地を実際に訪れると、自
らの意思で立ち上がる「志民」が着実に増えてい
ることを実感する。今後もマクロ統計に現れない
地方創生の姿を地道にお伝えしていきたい。（鶴海）
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れ
て
架
空
の
経
済
ニ
ュ
ー
ス
を
も
と

に
景
気
・
物
価
の
動
向
と
そ
れ
を
踏

ま
え
た
金
融
政
策
に
つ
い
て
議
論

し
、
最
後
に
は
、
実
際
の
金
融
政
策

決
定
会
合
と
同
様
に
、
議
長
が
政
策

を
提
案
、
メ
ン
バ
ー
の
多
数
決
で
決

定
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
金

融
政
策
が
ど
の
よ
う
に
決
め
ら
れ
て

い
る
か
分
か
り
、
勉
強
に
な
っ
た
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

▼
毎
回
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
見
学
会
の
次
回
の
開
催
は
、
春
休

み
期
間
中
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

８月 10 日には黒田総裁がサプライズで登場
しました（撮影：谷山實）

金融政策について議論する様子




